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実施される予定であったアンジュアン島大統領の改選をめぐる混乱であった。コモロ連合国は、領有権をめぐりフランスと係争中であるマイヨット島を除くと、グランドコモロ島、アンジュアン島、モエリ島の三島から構成されるが、最大の面積と人口をもつグランドコモロ島の政治的優位に対する他の の反発が、一九七五年のフランスからの独立以前から存在してきた。その対立は一九九七年にアンジュアン島 モエリ島両島の分離 運動へと高まり武力衝突へと発展したが、二〇〇一年にアフリカ連合の仲介により和解調停が結ばれ、各島自治権を大幅に強めた新憲法が制定されることで国家分裂の危機が回避された。新憲法では三つの島から四年の任期で順番に連合国大統領を選出するとともに、各 も大統領と自治政府が置 れることとなった。
　アンジュアン島バラカニ村出身のモハメ






































































































七八年まで続いた社会主義革命 混乱、八〇年代の白人傭兵による度重なるクーデタと闇の政治支配、九〇年代には絶望的となった経済的貧困と汚職による政治腐敗などにより、きわめて不安定な政治状況に置かれてきた。政治 不安定の要因 一つは、フランス植民地から 独立以前から存在し
ていた島間での地域対立である。コモロ諸島は四つの島から構成されるが、独立時にフランスがマイヨット島の支配を続けたため、実質的に三つの島が国家を形成してきた。マイヨット島がフランスの経済的支援を受けて安定した状態にある一方で、独立したコモロではほとんど産業が発達せず国家経済は膨大な海外借款を抱えて破綻の道を歩んでき 国家の未来 描けない状況のなかで、九〇年代半ばから分離独立運動の動きが顕著なものになった。フランスに残留したマイヨット島への憧憬が、グランドコモロ島が政治の実権を握り、経済的に優遇されてき ことに対する他島の不満と結びつき、コモロ政府に対する反発として噴出したのが、アンジュアン島と エリ島がコモロ国家からの離脱とフランスへ再帰属を求めた一九九七年の分離独立紛争である。アンジュア 島の抵抗は 軍との武力衝突に発展し、アフリカ連合の仲介による和解交渉は二〇〇一年まで長引いた（参考文献参照） 。
　今回のアンジュアン島紛争は、グランド
コモロ島に対するアンジュアン島の反乱という地域対立の構図としては同じ基盤をもつものであるが、一九九七年に発生した分離独立紛争とはいくつか 点で大きく異なっているといえ 。一九 七年の紛争は、公務員への給料未払いに対するデモを発端として発生した り、中央政府に対するアンジュアン島民の不満と反発が、仏
領マイヨット島の経済的発展に対する羨望と合わさることで島民の多くに支持された一つの運動へと発展していったものである。今回の紛争の根底にも同じような民衆の反発があることは確かであるが、今回の紛争は、指導者であるバカルが軍事的力を背景とし、アンジュアン島民に対す 軍事的圧力によって強引に行動を起こした いう点で大きな違いがある。バカルの主張も、直接的にコモロ国家からの離脱ではなく、アンジュアン島の自治権と大統領 地位を維持することであった。バカル大佐 いう軍事的力をもった若い指導者の無謀な国家への反逆に対しては、アンジュ 島内においても批判があり、反バカル派によるクーデタ計画や衝突がたびたび起こり 粛清として拷問や処刑などによる人権侵害が行われたとされている。バカル派による弾圧を逃れ、二〇〇七年六月以降、約二五〇〇人以上のアンジュアン島民がグランドコモロ島へと 亡したと推計されている。
　第二に、前回の分離独立運動と異なるの
は、今回の紛争が二〇 二年以降の新たな連邦体制のひずみから発生したものであるという点である。小さな島国に四人 大統領がおり、四つ 政府が機能 いるとう状況が生み出した混乱は、二〇 二年に新体制がはじまった当初から、連合国政府と各島の利権をめぐる対立が表面化し、官庁だけでなく病院や学校などが機能しないという事態に陥った。二〇〇六年にアン




フランスという外部からの軍事介入があたことは、コモロだけでなくアフリカ諸国の今後の政治にお て大き 意味をもってくるだろう。一九九七年から二〇〇一年にかけて続いた対立では、アフリカ連合が介入し和解交渉を進めたが、多 籍軍による軍事的解決には至らなかった。しかし、今回は、 早い時期においてアフリカ連合は 「民主主義の維持」のために軍隊派遣を表明し、コモロ側の要請と う形で軍事的介入を行った。これに対しては、アフリカ連合が国内問題への内政干渉の境界を越え 、アフリカ諸国の「民主主義の警察」となる傾向の危険な前例を作ったとして危惧する声も上がっている。
　また、旧宗主国であるフランスがアフリ
カ連合軍の輸送や物資援助を買って出た一方で、バカルの身柄を保護し、コモロへの送還を保留していることは、 国民の複雑な反応を引き起こしている。旧宗 国であり、最大の援助国であり、独立後もコ
モロの政治に大きな影響力をもち、そしてマイヨット島の領有をめぐり係争中であるフランスとコモロとの関係は幾重に 矛盾をかかえたものである。今回のバカル派の反乱についても、実は陰でフランスがバカルを援助しているという噂が流れていた。フランスがバカルの身柄を保護し、すぐにコモロに送還しないという事態は、この憶測を裏付けるものだとする見方 強めた三月二七日にはコモロ国内で、そして三月二九日にはフランス在住のコモロ系移民がパリで、それぞれフランス政府の対応に対する抗議デモを行ってい 。フランスという大国に翻弄されてきたコモロ 歴史がまた繰り返されたのである。●おわ に
　以上、アンジュアン島問題が軍事的解決
に至った経緯と、その背景に存在す 地域対立の新たな動向について述べた。コモロ国家内 おける地域対立の構図と、コ ロに関与する国際勢力を含めた政治構造は新たな展開を迎えたといえるだろう。今回の事件では、資源も産業も乏しく、海外援助に依存した狭い領土 実質的に四人の 統領を擁する極小国家の新たな連邦制がうまく機能しえず、大きな摩擦を招くという事態が改めて浮き彫り なるとともに、コモロ政府が国内問題と て自律的に地域対立を解決する力をもたず、アフリカ連合やフランスという、巨大な外部の力に服従する





分離独立運動」 （ 『アフリカレポート』第二六号、 一九九八年、 アジア経済研究所）二～七ページ。
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